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高度救命救急センターの外傷患者における 

人工呼吸器離脱後の嚥下障害の現状と関連因子に関する研究 

 

研究の概要  

【背景】 

 人工呼吸器管理離脱後（以下、離脱後）は様々な要因から嚥下障害が生じやすいとされてお

り、統一した対応が必要とされています。しかし、現在離脱後の嚥下評価についての決まりはな

く、外傷患者さんについては調査もされていない現状にあります。 

【目的】 

高度救命救急センターにおける外傷患者の人工呼吸器管理離脱後の嚥下障害の現状とその関連

因子について明らかにします。 

【意義】 

離脱後の嚥下障害の関連因子を抽出することは、離脱後の安全な嚥下評価の実施、口からの食

事への移行や誤嚥性肺炎の予防に繋がります。 

【方法】 

診療録より後方視的に患者情報を得て、口からの食事だけで栄養が摂れるようになった患者さ

んと、食事への移行が十分にできなかった患者さんに分けて調査項目について比較します。 

対象となる患者さん  

2020年 1月 1日から 2024年 12月 31日までに外傷を機に当院高度救命救急センターに入

院し、同センター入院中に呼吸器管理を行い、離脱した患者さん。 

研究に用いる情報  

●研究に用いる情報 

下記の情報を診療録より収集します。 

・患者背景 

・受傷部位や程度 

・バイタルサイン情報や採血結果 

・治療経過 

・日常生活動作 

・実施された嚥下評価の方法と結果、提供された食事の種類 

 

本研究で利用する情報等について詳しい内容をお知りになりたい方は下記の「お問い合わせ

先」までご連絡ください。 
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あなたの情報をこの研究に使われたくない方は下記の「問い合わせ先」までご連絡頂ければ対

象者から外します。その場合もあなたの治療等に不利益になることはありません。 

ご連絡のタイミングによっては対象者から外せない場合もあります。 

あらかじめご了承ください。 

研究実施期間  

研究機関長の許可日～202６年 11月 30日 

研究実施体制  

研究責任者 

所属：長崎大学病院 看護部 国際医療センター２ 

氏名：荒木 美紀 

住所：長崎県 長崎市 坂本 1－7－1 

電話：095（819）7973 

情報の管理責任者 長崎大学病院 病院長 

問い合わせ先   

【研究の内容、情報等の利用停止の申し出について】 

長崎大学病院 看護部 国際医療センター２ 荒木 美紀 

〒852－8501 長崎市坂本 1丁目 7番 1号 

電話：095（819）7973  FAX 095（819）7977 

【ご意見、苦情に関する相談窓口】（臨床研究・診療内容に関するものは除く） 

苦情相談窓口：医療相談室 095（819）7200 

受付時間  ：月～金 8：30～17：00（祝・祭日を除く） 

 


